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水産分野における
生物多様性に関する取組について

水産庁
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水産資源調査・評価推進事業

今後解決すべき課題
今後重視すべき取り組み

 令和６年度に公表された資源管理の推進のための新たなロードマップにおいては、海洋
環境の変化による影響を踏まえたより高度な資源評価を着実に推進することとさ
れている。

 資源評価の高度化及び精度向上に資する重要な生物情報や海洋環境データの収集、ICT
調査機器の導入等により、資源調査・海洋研究の強化を図る必要がある。

 中西部太平洋まぐろ類委員会、ワシントン条約、北太平洋漁業委員会等での国際的な資

源管理の議論を主導するため、海洋観測を含む資源調査・研究を推進、拡充する
必要がある。

２



FRA-ROMSIIの概要
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FRA-ROMSIIの利用状況
FRA-ROMSIIに同化した現場水温・塩分データ分布

2023年

■：地方自治体水産研究機関・水研,提携船舶
■：その他（気象庁,海上保安庁,大学,JAMSTEC等）

FRA-ROMSIIの計算結果

漁海況予報や資源評価、水産海洋研究等に利用
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豊かな漁場環境推進事業

赤潮による漁業被害の防止・軽減を図るため、近年の発生状況も踏まえた
予察、被害軽減等の技術開発等を実施
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我が国周辺海域に広域に出現する有害生物（大型クラゲ、ナ
ルトビエイ、トド等）により、漁具の破損、食害による漁獲量の
減少、作業の遅延、漁獲物の品質低下等、我が国漁業に甚
大な被害が発生している。これらの有害生物による漁業被害
対策をより効果的・効率的に進めるため、各生物の出現状況
等の調査および出現情報の配信等を実施。

有害生物の情報収集配信体制

有害生物の出現状況の把握には、発生源や来遊状
況等の調査が必要不可欠である。このため東シナ海
（大型クラゲ）や沿岸・沖合海域（トド他）など、広範囲
に調査を実施している。

大型クラゲの分布を把握する調査船調査
（クラゲの測定、海洋環境調査）

海洋数値モデルや衛星データを利用した
海洋環境モニタリング

有害生物
洋上調査

情報収集解析 漁船
情報配信

陸上調査
（市場等聞き取り調査） FAX　携帯電話

インターネット等 漁業者
データベース 水産関係者

その他
有害生物調査計画立案 調査・観測 海洋関係者

(予測など高度情報解析)

　　計画立案 　　　　調査 情報収集およびデータ解析 情報配信

有害生物漁業被害防止総合対策事業（有害生物調査及び情報提供）

大型クラゲ ナルトビエイ トド
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